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マフラー、アルミホイール
カーナビ、パーツ取り付け
なんでもおまかせあれ！
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ボディケア・応用トレーニングを軸に、
視点を変えた運動・スポーツ指導を
行います。ボディケアのみのコースも
ご用意しています。
健康・スポーツ 相談研究所　けんらぼ
米子市旗ヶ崎4-3-1　TEL.080-8245-2015

 定休日:火曜日、第1,3土曜日  営業10:00～20:00　完全予約制

米子市
旗ケ崎

2018年 2月 1日 発行

関西の人気店が米子へ！関西圏以外初出店。
人気のﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌだけでなくﾗﾝﾁﾀｲﾑ、ﾃﾞｨﾅｰ
ﾀｲﾑで変わる豊富なメニューにもご注目！

CAMEL DINER 米子店
米子市両三柳47-19　TEL.0859-57-4161

営業 11:00～23:00 (food ﾗｽﾄｵー ﾀ゙ 2ー2:00、drink ﾗｽﾄｵー ﾀ゙ 2ー2:30)

おつかれ気味なカラダのお悩みにお答え
します。カラダの不調を整える、和らげ
ることを目的に「筋膜リリース」などで
お手伝いをいたします。

整体院　ゆめとら
米子市淀江町今津150マリ医院 トレーニングセンター内

TEL 0859-56-3435  定休日：日曜日　営業 ９:00～19:00  (LO18:00)  

米子市
両三柳

■～2月4日（日）
■島根県立美術館　ギャラリー全室
■お問い合せ 090-3638-5438

「第46回在日朝鮮学生美術展」松江展
1
木

米子市
淀江町

発行/（株）中海テレビ放送 制作/コムコムマガジン編集部コムコムマガジン 2018年2月号

10
土

■米子コンベンションセンター　
　　多目的ホール＆国際会議室
■13:00～16:40　■お問い合せ 0857-26-7148

いい恋しろうさぎフォーラム

■米子コンベンションセンター　多目的ホール
■開場17:30  開催18:30～20:30
■お問い合せ  ticket-info@dg-pro.jp

DRAGON　GATE　プロレス米子大会
26
月

27
火

■米子市淀江文化センター　2階第1会議室
■10:00～11:30(受付/9:45)
■お問い合せ 0120-727-868(受付時間9:00～18:00)
　　申込期間/2月1日(木)～2月13日(火) ※要事前申込
　　(定員8名、応募多数の場合は抽選)

スマートフォン教室

「米子美術家協会 －70年のあゆみ－」関連事業 
     ワークショップ「静物を描く」
■米子市明道公民館（米子市東町124）
■13:30 ～15:30
■お問い合せ 0859-34-2424

3
土

■米子コンベンションセンター　小ホール
■開場13:30 開催14:00～16:00
■お問い合せ 090-8359-5299

長谷川義史＆斉藤ネコ　はせネコ　絵本LIVE
4
日

16
金

■～3/15(木)
■米子コンベンションセンター　国際会議室
■9:00～16:00（相談は9:00～17:00）※土日を除く
■お問い合せ 0859-32-4121

申告会場

■～３月３１日(土)
■日南町美術館
■8:30～17:00（ただし入館は16:30まで）
■お問い合せ 0859-77-1113

「日南町の地質と化石展」
同時開催／佐武林蔵コレクション展・足羽俊夫作品展

■米子コンベンションセンター　小ホール
■13:00～16:40
■お問い合せ 0859-37-4000

第２回とっとり弥生の王国シンポジウム
「倭人のデザイン」

■～ 3/ 11（日）
■米子市美術館 第3・5展示室
■10:00 ～18:00　
■お問い合せ 090-2409-7984(水田)

25
日

Rock, Paper, Scissors / 石 紙 鋏　シンディー望月展

鳥取県オーケストラ連盟演奏会　米子公演
■米子市公会堂 大ホール
■開場 13:00　開演 14:00 
※13：30よりロビーコンサート開催
■お問い合せ 080-4559-6045

南クローバー保育園　生活発表会24
土 ■米子市淀江文化センター　イベントホール

■お問い合せ 0859-57-2448

釡焼きピザやパスタ、スィーツなどが楽しめる
洋風居酒屋。各種ご宴会も承ります！

KAIKE BARU MICHAEL(皆生バル マイケル)
米子市皆生温泉4丁目26-15アヤービル1階　TEL. 0859-57-4203

定休日：日曜日   18:00～24:00(L.O 23:00)

米子市
皆生温泉

第82回鳥取県西部医師会　一般公開健康講座
「見逃されやすい甲状腺ホルモンの病気
-注意しておきたい症状と検査異常-」
講師：鳥取大学医学部付属病院
内分泌代謝内科　伊澤正一郎　氏
■米子市文化ホール　イベントホール
■14:00～15:30
■お問い合せ 0859-34-6251

木
15

童謡をみんなでうたう会　   
22
木

■米子市文化ホール　イベントホール
■木曜コース10:30～11:30  チャイルドコース11:30～12:00  
■お問い合せ 0859-35-4171

米子シネマクラブ第１１７回例会
「サラエヴォの銃声」
■米子コンベンションセンター　小ホール
■①14:00～　②19:00～
■お問い合せ 090-8248-9810

中島みゆき リスペクトライブ２０１８「歌縁」
■米子コンベンションセンター　多目的ホール
■開場16:00 開演16:30
■お問い合せ 0859-33-211118

日

■米子市淀江文化センター　イベントホール
■12:15～13:00  
■お問い合せ 0859-39-4050

2月のランチタイムレコード♪キング・コール 愛を歌う

■米子コンベンションセンター　国際会議室
■16:00～18:00　
■お問い合せ 0120-054-146

大学・短大・専門学校　進学相談会

6
火

■メテオホール
　（松江市美保関町七類　メテオプラザ内）
■ 開場 15:30　開演 16:00
■お問い合せ 0852-22-5508

ミュージカル「いなたひめ～おろちの森～」

■境港シンフォニーガーデン　ホール
■開演 14:00
■お問い合せ 0859-29-0498

リコーダークラブたまごサンドとアップルティー 
バレンタインコンサート　その２０

11
日

Live　Together　2018

■お問い合せ 0859-34-2556

■米子市公会堂　大ホール
■開場13：30  開演14：00
■お問い合せ 0859-22-2178

第２１回　米子東高等学校弦楽部・合唱部　
合同定期演奏会

■米子コンベンションセンター　小ホール

月
12



　
２
月
３
日
は
節
分
の
日
！ 

　
今
は
昔
、
人
知
を
超
え
た
恐
ろ
し
い

事
は
「
鬼
の
仕
業
」
と
考
え
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
節
分
を
通
し
て
、

普
段
は
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
り
に
く
い
、

地
域
に
ま
つ
わ
る「
鬼
」を
特
集
し
ま
す
。

 

　
伯
耆
町
の
溝
口エ
リ
ア、
日
野
川
沿
い
の
山
の
上
に
鎮
座
す

る
巨
大
な
鬼
の
像
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
し
て
は
日
本
最
大
級
を

誇
り
、
街
の
守
護
鬼
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

　
鬼
伝
説
の
「
大
牛
蟹
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
製
作
さ
れ
た
。

１
８
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
り
、
３
階
建
て
の
台
座
に
鎮
座

し
て
い
る
た
め
、
建
物
を
含
む
と
高
さ
は
、
な
ん
と
２
６
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
。

伯
耆
町
溝
口 

鬼
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

　
　﹁
大
牛
蟹
﹂

日
御
崎
神
社

な
ぜ
あ
そ
こ
に
鬼
が
い
る
の
だ
ろ
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　
。

鬼
伝
説
「
鬼
住
山
も
の
が
た
り
」

日御崎神社
境港市渡町 1487 番地 4
tel.0859-45-4095

鬼
と

節
分

特
集

　
節
分
と
は
本
来
、「
季
節
を
分
け
る
」

つ
ま
り
季
節
が
移
り
変
わ
る
節
日
を
指
し
、立
春
・
立
夏
・

立
秋
・
立
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
前
日
に
、
１
年
に
４
回
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
立
春
は
１
年
の
は
じ
ま

り
と
し
て
、
特
に
尊
ば
れ
た
た
め
、
次
第
に
節
分
と
い

え
ば
春
の
節
分
の
み
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

で
す
。

　
豆
は
「
魔
滅
（
ま
め
）」
に
通
じ
、
無
病
息
災
を
祈
る

意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
豆
を
鬼
に
ぶ
つ
け
る
事
で
「
鬼

を
追
い
払
う
＝
邪
気
を
払
う
」
と
な
り
、時
代
を
経
て
、

家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
祈
る
事
に
も
繋
が
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。 

宮
司  

門
脇
紀
文
さ
ん

手
渡
し
で
約
二
百
本

配
布
さ
れ
る
赤
や
青

の
色
と
り
ど
り
の

「
御
幣(

ご
へ
い
）」

　
こ
ち
ら
の
神
社
で
は
、
節
分

の
恒
例
行
事
で
あ
る
豆
ま
き
を

３
０
年
以
上
開
催
。
地
元
の
総

代
さ
ん
や
、
還
暦
を
迎
え
る
年

男
・
年
女
な
ど
の
２
０
名
が
境

内
に
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
一
斉
に
豆

ま
き（
袋
入
り
）を
行
う
光
景
は
、

今
で
は
珍
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
福
引
き
な
ど
も
毎
年
人
気
で

華
や
か
な
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

節
分
の
い
わ
れ　　　　
・
ル
ー
ツ

20:00～ 祭典
20:20～ 豆まき
20:30～ 福引き

過去に行われた節分祭の様子

鬼
が
居
座
っ
た
と
さ
れ
る
鬼
住
山(

き
ず
み
や
ま)

と
、
聖
地
・
笹
苞
山

（
さ
す
と
さ
ん
）
を
舞
台
に
し
た
鬼
退
治
の
伝
説
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

㋸ᥖ㋹日

㋸ᥖ㋹日
������ ᆪ �

　
昔
々
の
お
話
。

第
七
代
孝
霊
天
皇
が
当
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
鬼
住
山
に
鬼
が
住
ん
で
い
て

人
々
を
苦
し
め
る
こ
と
を
お
聞
き
に
な
っ
た

天
皇
は
鬼
退
治
を
し
よ
う
と
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、鬼
住
山
の
南
の
笹
苞
山
に
陣
を
敷
い
て
、

鬼
の
館
を
見
下
ろ
し
ま
す
。

　
人
々
が
献
上
し
た
笹
巻
き
の
団
子
を
三
つ

並
べ
て
鬼
を
お
び
き
出
せ
ば
、「
大
牛
蟹
」
の

弟
「
乙
牛
蟹
」
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
大
矢
口
命
が
矢
を
射
る
と
、見
事
に
命
中
し
、

鬼
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
、
兄
の
大
牛
蟹
は
手
下
を
連
ね
て
、

荒
々
し
く
て
向
か
っ
て
き
て
な
か
な
か
降
参
し

ま
せ
ん
。

　
あ
る
夜
、
天
皇
の
枕
元
で
天
津
神
の
お
告

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
告
げ
に
従
っ
て
、
笹
の
葉
を
刈
っ
て
山
の

よ
う
に
積
み
上
げ
て
待
っ
て
い
る
と
、
３
日
目

の
朝
、
強
い
南
風
が
吹
き
抜
け
て
き
ま
し
た
。

あ
れ
よ
と
い
う
間
に
、
笹
の
葉
は
ひ
と
り
で
に

鬼
の
住
処
へ
と
向
か
い
ま
す
。
鬼
は
笹
の
葉
が

身
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
成
す
術
も
あ
り
ま
せ

ん
。
う
ず
高
く
積
も
っ
た
笹
が
突
然
燃
え
出
せ

ば
、
鬼
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
逃
げ
て
散
り
、

天
皇
は
一
兵
も
失
わ
ず
に
勝
ち
ま
し
た
。

　
麓
に
逃
げ
た
鬼
は
蟹
の
よ
う
に
は
い
つ
く

ば
っ
て
、「
降
参
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
天
皇

の
配
下
と
な
っ
て
、
北
を
守
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
願
っ
た
の
で
す
。
天
皇
は
、「
よ
し
、
お
前

の
力
を
も
っ
て
北
を
守
れ
」
と
お
許
し
に
な
り

ま
し
た
。

　
改
心
し
た
鬼
た
ち
は
村
人
の
た
め
に
働
き
、

村
は
前
よ
り
増
し
て
栄
え
ま
し
た
。

©伯耆町

き
ず
み
や
ま

お
お 

　
う
し
　
　
か
に

お
と
う
し
か
に

お
お
や
ぐ
ち
の
み
こ
と

お
お
う
し
か
に

お
お
う
し
か
に

お
お
う
し
か
に

①
次
ペ
ー
ジ
マ
ッ
プ



因
幡
・
伯
耆
の
神
社
の
参
道
に
石
造
の
狛
犬
が
置
か
れ
だ
し
た
の
は
、
１
８
世
紀
末
頃
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
明
４
年
（
１
７
８
４
年
）
作
の
貴
布
禰
神
社
の
狛
犬
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
の
調
べに
よ

り
、
県
内
最
古
の
も
の
で
あ
る
と
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
狛
犬
が
い
ま
し
た
。
戌
年
に
あ

や
か
り
、
初
詣
の
時
に
い
ろ
ん
な
神
社
の
狛
犬
の
表
情
や
特
徴
を
観
察
し
て
み
る
の
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。

「豆
セ
ッ
ト
」

「北
海
道
産
小
豆
の

食
パ
ン
」

「鬼
も
な
か
」

「か
き
も
ち
」

元祖 豆とも
境港市松ヶ枝町 4
tel.0859-42-3068

②楽々福神社　伯耆町宮原

「大牛蟹の面（楽々福神社所蔵）」

さ  さ ふ く

きもりばし

ブーランジュリ ル リアン
米子市西福原 6-3-60
tel.0859-34-3551

いけがみ（だんご屋 萌音）
米子市錦町 2-205
tel.0859-22-7863

昨年夏に行われた伯耆町成人式での演奏

生クリーム入りの生地に
北海道産小豆を使用した甘納豆
をたっぷり巻き込んだ食パン

1斤 260円(税込)

5種1,080円(税込)
162円(税込)

486円(税込)
全36種類のうち
人気の5種類の豆セット
●梅干豆●きなこ豆●竹炭豆
●黒胡麻とうふ豆●抹茶みるく豆

厳選黒豆が使用された
いけがみの 「かき餅」
これで育ったひとは多いはず！

ローストしたクルミの
風味と食感が人気の見
た目も可愛いもなか。
節分時期には全国的に
も注文の増える商品。

号
線
か
ら
日
野
川
に
か
か
る
橋
を
「
鬼
守
橋(

き
も
り
ば
し)

」

と
呼
ん
で
い
る
。
命
名
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
前
頁
の
鬼

伝
説
に
ち
な
み
川
を
守
り
、
日
々
の
防
災
を
願
っ
て
つ
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
橋
は
平
成
３
年
に
竣
工
さ
れ
た
。

　

鬼
伝
説
の
伝
承
は
、楽
々
福(

さ
さ
ふ
く)
神
社
所
蔵
の「
楽
々

福
大
神
縁
起
新
神
代
事
」
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
孝
霊
天

皇
が
鬼
退
治
に
関
す
る
類
似
の
伝
説
は
、
伯
耆
町
荘
の
荘
神
社
、

日
南
町
宮
内
の
楽
々
福
神
社
に
も
残
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
典
：
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
伯
耆
町
の
文
化
財
）

　

鬼
の
面
を
か
ぶ
り
勇
ま
し
い
姿
、
髪
を
振
り
乱
し
て
の
激
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
魅
了
す
る
鬼
面
太
鼓
。
伯
耆
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
和

太
鼓
＆
和
楽
器
に
よ
る
演
奏
」
を
す
る
集
団
で
、
平
成
７
年
に
役
場

の
職
員
が
中
心
と
な
り
結
成
。
リ
ー
ダ
ー
柏
平
将
一
さ
ん
は
４
代
目

で
、
現
在
２
５
名
で
活
動
す
る
。

　

日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
鬼
の
伝
説
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
楽
曲
「
鬼

伝
説
」
の
ほ
か
、
こ
ど
も
用
の
楽
曲
な
ど
も
あ
る
。

　

敬
老
会
や
福
祉
施
設
、
各
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
、
郷
土
芸

能
と
し
て
公
演
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

鬼
と
い
え
ば
と
か
く
悪
者
と

し
て
忌
む
べ
き
者
と
さ
れ
る
が
、

一
方
で
鬼
瓦
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
悪
霊
や
邪
気
を
払
う

者
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

　

伯
耆
町
溝
口
の
国
道
１
８
１

鬼退治に成功し、大いに喜んだ里人たちは、笹の葉で屋根
を葺いた神社を作り、その一番の貢献者である孝霊天皇と
その一族を祀ったのがこちらの古社。この神社は、日南町
宮内の東楽々福神社・西楽々福神社と共に日野郡三楽々福
神社に数えられ、日野大社と呼ばれる大変崇敬の篤い神社
であると伝えられています。その名前からも、大きな福を
呼ぼうと開運祈願に多くの人が訪れます。

⑤鬼守橋
四方に 10体の鬼のブロンズ像たちが鎮
座、この橋を渡る人たちの邪気をいつの
間にやら、きれいさっぱり払ってくれる
そう。

写真上／③鬼のトイレ
写真右／④鬼の電話ボックス

米子道溝口 ICを降りてすぐ目に
飛び込むのは、愛嬌たっぷりな
｢鬼のトイレ｣に、「鬼の電話ボッ
クス」。町をあげて鬼伝説の PR
に努めた結果、地元民だけでなく、
今ではこの地を訪れる観光客のお
出迎えとしてすっかり町のシンボ
ルに。

③

②

⑦笹苞山
鬼住山の南に位置する笹苞山 (さすとさ
ん )は、鬼退治のため、第七代考霊天皇
が陣を張ったとされる聖地。

鬼が居座っていたとされる鬼住山 (きず
みやま )。位置によってはおかめにも、ま
た鬼の面にも見えるといわれる伝説の山
です。標高 326mの頂上から望む対面の
大山は、周囲に障害物がなく格別のロケー
ション。散策道もあり、今は絶好のハイ
キングコースとして多くのレジャー客を
集めています。

鬼
⼶
ኚ
㈿
᝽
☹
ත
㘌
ධ
╊
‫
㘍

鬼
豆
グ
ル
メ

③鬼のトイレ

④④ ②

①

⑤

⑥鬼住山 笹苞山⑦

④

至 江府

至 江府

至 米子

至 岸本

米子自動車道

溝口 IC

鬼守橋
鬼の電話ボックス

楽々福神社

鬼の像

溝口駅

～ ～

LOCAL MAP

次  回 公 演
溝口 春の彼岸市
■場所　鳥取県西伯郡伯耆町溝口688-2
　　　　　　　　　　　　　 商工会館前広場
■日時　3月 21日 10:15～
詳細はフェイスブック (@kimen0202taiko）、
　または伯耆町役場 0859-68-3111 まで

きずみやま

さすとさん

⑥鬼住山
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●タムシバ 写真撮影・解説：鳥取県立大山自然歴史館 館長 矢田貝 繁明さん

　大山では、雪解けを迎える頃になると、あちこちで白い大きな花が
咲いている木が目立ってきます。まだ残雪の残っている林の中で花を
咲かせているのはタムシバです。
　タムシバは、コブシやモクレンと同じような花を咲かせます。里山
にはコブシが多く、大山寺あたり（標高７５０ｍ）になると、すべて
タムシバです。両者の花は同じように見えますが、花の下の部分に一
枚の黄緑色をした葉が展開しているのがコブシで、タムシバには葉が
ついていません。
　タムシバの葉は細長く、手でもんだり噛んでみたりすると爽やかな
香りや甘い味がします。この甘い味のする葉を噛んだことからカムシ
バ（噛む柴）が転じてタムシバという名前になったという説もあります。

「趣 楽（しゅらく）」
■2月11日（日）あさ10:30スタート

■山陰そら散歩 
２月　一級彫刻士　笹鹿克美さん

■知ってますか？あの人の技～ワザ～

2月18日（日）
あさ8:55スタート

2月のテーマ
2月18日（日）
あさ8:50スタート

121ch

四季折々の鳥取県西部
の風景を、無人航空機
（ドローン）を使って
これまで見たことのな
い角度から紹介する番
組です。２月は空から
見た「雪景色」をご紹
介します。

人生を豊かにしてくれる趣味。
自分にピッタリの趣味を見つけて
みませんか。この番組では、ジャンル
を問わず様々な趣味を紹介して、
その魅力を探ります。1回目はタッ
プダンス。軽快なステップで音を
奏でるタップダンスは見る人を惹
きつけます！ぜひ、ご覧ください。

手彫りによって一本一本
作られる、温かみのある
印鑑。創業１２０年の歴
史を刻む、手彫りの技を
ご紹介します。

【タップダンス】

偶数月の第２日曜日から放送開始

毎月第３日曜日から
放送開始

偶数月の第３日曜日から
放送開始

新番組

【雪景色】

第１回 

TAP
DANCE

趣味
応援番組
スタート！


